
格子型制振壁システムの繰返し性能に関する実験的研究

その 2 実験結果
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鋼管のねじり荷重を測定した 4つの鋼管から算出した。

算出の方法は、図 lに示す壁の隅部に位置する鋼管④のね

じり荷重及び壁の外端辺に位置する鋼管②及び③は平均

したねじり荷重をそれぞれ4倍に して、さらに壁中央に位

置する鋼管①のねじり荷重を合算して壁の高さで割って

いる。繰返し載荷において、せん断変形角 1/20radまで

耐力低下をしてお らず、紡錘系の安定した履歴挙動を示

しており、せん断変形角が大きくなるに従い、 耐力は上

昇している。また 8回 目以降に行った単調載荷では、せん

断変形角 1110まで載荷したが、せん断耐力を維持してい

た。

写真 1に B-L32のせん断変形角 1110時の変形状態を示

す。 目視の範囲内ではあるが、“格子"がほぼ同じ形状を

していることから 、複数個配置した円形鋼管において、

ほぼ同等の変形をしていることが想定される。また格子

材の面外変形も観察 されなかった。また円形鋼管も面外

への座屈変形は見られなかった。

1.はじめに

本報(その 2) では、前報に引き続き、格子型制振壁

システムの繰返し挙動について検討する。

2. 載荷実験結果

図 1に各鋼管に加わる按じれモーメン ト、スケル トン

カーブを示す。縦軸はねじりモーメン トを示し、 横軸は

せん断変形角を示す。格子型制振壁システム内での各鋼

管の位置は、図 l右に示す。すべての試験体ともに、全て

の試験体で塑性化後も安定して耐力が上昇しており、 鋼

管の配置によ らずに鋼管は同 じ挙動を示している。すべ

ての試験体で同 じ機械的性質を有する円形鋼管を使用 し

ていたが、A-Ll2は他の 2体と 比較して、降伏後の耐力上

昇していた。鋼管と格子材の溶接によるものと 思われる

が、検討課題としたい。

図 2に各試験体の荷重変位関係を示す。せん断荷重の

算出に関しては、計測装置の計測点の制限から、 全ての

円形鋼管のねじり荷重の計測が不可能であったために、
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図 2.荷重変位関係
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3. 本制振壁の初期せん断剛性

本制振壁全体の初期せん断剛性(A方式)を算出する。な

お算出のための初期条件は、制振壁の縦横の長さは同じ

として、制振壁の内部に設置される鋼管は均等配置とし

て、鋼管とピンの長さは鋼管聞の距離の 1/2とする。格子

材に用いる鉛直材と水平材を同数η本とすると鋼管数はが

となる。

格子材の接合点には図 3右に鋼管が剛と仮定したときの

格子材の変形を示す。水平材にせん断力が作用したとき

に水平材と鉛直材に生じる壁全体のせん断変形角Yhは以

下の式(1)で与えられ、せん断剛性Khは式(2)で表される。

Yh = Qf2 /8nEJ )
 

可
E
A(

 
Kh = Q /Yh = 8nEJ /f2 

• •• (2) 

鉛直材にせん断力が作用したときに鉛直材の曲げ変形

を考慮した壁全体のせん断変形角Yvは、以下の式(3)で与

えられる。せん断岡IJ性Kvは式(4)で表される。

Yv = Qf2/12ηEJ . .. (3) 

Kv=Q/yv= 12nEJ/f2 
• •• (4) 

ねじりモーメント作用下での鋼管単体に生じる回転角

hは、式(5)で与えられ、格子材を剛とした場合に、格子

材のせん断剛性んは、式(6)で与えられる。

ke =πGD3t/4H ・・・ (5) 

Ke = n2ke/L ・・・ (6) 

以上の 3つのせん断剛性は、直列パネで接続されてい

ることから、本制振壁の初期せん断剛性Kは、式(7)で求

められる。

l/K = l/Kh + +l/Kv + l/Ke ・・・ (7) 

制振壁の縦横の長さ等を加えた一般化した算出式は今後

検討する。

図4に各試験体の初期せん断剛性と上記で算出した式

から求められるせん断剛性との比較を示す。本報で行っ

た試験体においては、 A方式は実験値と算出式の値とは良

い対応を示していることがわかり、算出式が有効である。

板厚の薄い B方式は実験値の剛性が 6害11程度となっていた。

7. おわりに

本研究では格子型制振壁システムのせん断剛性を実験

と解析から検討した。得られた知見を以下に示す。

1)複数個設置した本システムにおいては、制振壁内に設

置した鋼管が同じ履歴挙動を示し、その履歴挙動も安定

した紡錘系の形状を示していた。
2) 本システムの初期せん断剛性の算出式を導き、実験結
果と良い対応を示した。
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本報で使用した記号の定義

Q 壁全体のせん断荷重

1 :格子材の断面二次モーメン卜

D:円形鋼管の半径

t:円形鋼管の板厚

H:円形鋼管の長さ

f 鋼管聞の距離

L:壁の全長
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